
令和４年度 第１回学校運営協議会 議事録 

海老名市立社家小学校 

令和 4年 6月 10 日（金） 

13 時 30 分開会 

 

１． 学校長あいさつ（校長より） 

新型コロナウィルスの地域感染レベルが１相当になり、学校行事もできるだ

けコロナ前に戻していこうと考えています。すでに各学年の遠足が終了し、野

外教育活動も今週 6/6（月）、6/7（火）で無事に終了しました。今年度は授業

参観・懇談会、家庭訪問の代わりの個別懇談会も、4，5月に実施でき、担任も

安心して児童に関わることができている状況です。２学期以降の行事について

も、ご協力よろしくお願いいたします。 

 

２． 委嘱状交付 

・校長より曾我治夫委員長に委嘱状を渡す。 

・曾我委員長より各委員に委嘱状を渡す。 

 

３． 委員長あいさつ（曾我委員長より） 

今期も委員長を務めさせていただきます。海老名の広報誌えび人に載ること

が決まって先日取材が来ました。仕事をしていたときは地域に関わることが

ほとんどできませんでしたが、退職後、シルバー人材に登録をし、庭の木の

剪定など地域のために貢献しました。学校運営協議会の委員長を務め学校に

協力していることなども取材の際に話をしました。今年度もよろしくお願い

します。 

 

４． 自己紹介（各委員より） 

 

５． ５校時授業参観 

 

６． 議事 

〇学校経営方針について（学校長より） 

・学校経営グランドデザインに基づいて説明 

・今年度の重点 … 家庭学習の充実（R５年度家庭学習の手引き発行） 

基礎学力の充実 

教師の授業力向上（国語科を中心として） 

基礎的生活習慣の確立（早ね早おき朝ごはん、テレビ

やゲームは時間を決めて） 

心の教育の充実（あいさつ、思いやり） 

 



７． 今年度の学校運営費について（教頭より） 

ひびきあう教育実践事業計画より説明 

 

８． 社家小学校の令和４年学校運営協議会実施計画について（校長より） 

＜協議事項＞ 

来年度より委員のメンバーに民生児童委員を加えたい。 

⇒各委員さん承諾。今年度はオブザーバーとして参加も可とする。 

 

９． 有馬中学校区の児童生徒の実態や地域の特色（意見交換） 

 田口委員：あいさつについては顔見知りにならないとなかなかしてくれない。

1 年生のボランティアで行っているから、わかってくれて会うと手

を振ってくれる。あいさつは、向こうがするまで声をかける。今、

マスクで目しか出ていないので、誰だかわからない。 

 

曾我委員長：このご時世、知らない人に声をかけられると不審者だと思われる

こともあるので難しい。 

 

春日井委員：学習ボランティアでクラブや家庭科でお手伝いに行くと、顔を覚

えてくれる。知っている人だとあいさつもするのではないか。 

 

梅崎校長：子どもの方からあいさつをしなくても、こちらからあいさつをし続

けていると、あいさつするようになるので、声をかけ続けていきま

しょう。 

 

佐々木委員：学校運営方針の中で、子どもたちの意見も聞けるタイミングを作

って反映させてほしい。 

 

１０． その他 

井桁委員：開催時間の変更をお願いしたい。 

 ・平日の午前中 

       ・午後の遅い時間 

 ・土曜日の午前中 


